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木　村

群馬製作所の施設について教えてくだ
さい。
鈴木氏

富士重工業㈱群馬製作所では、スバル
ブランドの自動車（レガシィ、インプレッ
サ、フォレスター、サンバー等）を開発・
製造しています。
1960年（昭和35年）に開所しましたが、
それ以前から建設されている施設も多く
あります。例えば、本館は1935年（昭
和10年）頃の中島飛行機１の時代に建て
られたもので、歴史的建造物と言えます。
平面図を見ると、施設全体が飛行機の形
をしているのが特徴的です。
群馬県内の４工場の延床面積はトータ
ル約75万㎡。太田市にある総務部施設課
にて、これらの施設の新築計画、工事管
理、保守管理等を行っています。

建築担当４人、設備担当４
人、その他２人の10名です。

木　村

施設図面の電子化、共有化
への取り組みの経緯はどのよ
うなものだったのでしょうか。
鈴木氏

開所当時から2000年の頃までに図面
（建築、構築物、電機、水道など）が、
枚数にして32,000枚程ありました。これ
らの図面管理を効率よく行うため、以下
の目標を掲げ、電子ファイリングシステ
ム導入を進めました。
①日常業務での図面検索時間の短縮
②プリントアウト、コピー時間の短縮
③図面の経年劣化や紛失の防止
④群馬製作所管内の４工場での図面共有
⑤�生産性を上げるためにCADソフトの導入
上記の目標を実現するためのソフトの
在り方を社内会議で幾度も検討した結
果、次のような結論に至りました。

●�現在ある紙図面をCAD化して管理す
る、というのはコストがかかりすぎる
ので、既存図面はラスター（スキャニ
ング）データとして管理する。

●�今後新規に作成する図面、または大幅
な修正を伴う図面は、CADデータで
作図、管理する。
これらを基本に、電子ファイリングソフ
トの要求仕様を以下のように定めました。
●�ラスター図面とCAD図面が一つのデー
タベースにまとめることができる。

●�工場名や棟番号などを“入力”または
“選択”で検索できる。
●操作が簡単で、価格が安い。

富士重工業株式会社における
建築図面の電子化と情報共有化の推進
＜群馬製作所総務部施設課に聞く＞

時代のニーズに対応した
文書情報マネジメントを紹介
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富士重工業株式会社群馬製作所では2000年より電子ファイリング
システムを導入し、建築図面の電子化、情報共有を推進しています。
導入当初より携わってこられた総務部施設課　鈴
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氏に取り
組みについてお伺いしました。

１：1917年から1950年まで存在した日本の航空機・
エンジンのメーカー。自社での一貫生産を可能とす
る高い技術力を備え、太平洋戦争終結までは東洋最
大、世界有数の航空機メーカーであった。

施設を点検中の鈴木 大忠氏
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木　村

電子ファイリングソフト導入から現在
までおおまかな流れを教えてください。
鈴木氏

要求仕様をもとに具体的な電子ファイ
リングソフトを選定し、2000年より運
用を開始しました。
A1サイズを中心とした32,000枚の図
面をスキャニングし、検索項目を付与し
て電子ファイリングソフトに取り込む作
業には半年程かかりました。
その後は、新規図面等でCAD図面を
取り込むことが増えた結果、2010年４
月時点では、管理図面数は29,000枚、そ
のうちCADデータが10,000枚程度です。
管理図面をスリム化した結果、当初の図
面枚数より若干少なくなりました。
2000年導入時は、Windowsアプリケー
ションとして、クライアントPCにソフ
トをインストールし、サーバを検索する
という形でしたが、2009年にバージョン
アップを行い、Webブラウザ経由で図面
を検索、表示、印刷するようになりました。

木　村

どのような業務で主に利用していますか。
鈴木氏

施設の改修・修繕業務は年間800件程
（一人あたり年間100件）あり、その見

積検討の際に、現状確認や見積資料作成
などで図面を活用します。ちなみに、新
築も年間１～２件は行います。

木　村

見積資料の作成で、電子ファイリング
システムのどのような機能が便利と感じ
ていますか。
鈴木氏

まず、図面検索の機能です。
データベースを開くと図面がツリー表
示でカテゴライズされるので、簡単に探

したい図面にたどり着くことが誰でもで
きます。新しく異動してきた人でも、特
にソフトの使い方を説明しなくても利用
できているようです。また、ファイル名
以外にも属性情報を登録し、それらを
キーワードで検索することも可能です。
データベースは工場ごとに分割するこ
とにより、軽快に操作できるように工夫
しています。
次は図面表示の機能です。
利用している電子ファイリングシステム

（まいく郎）には、ラスター図面の編集ツー
ル（まいらす太）とCAD図面の閲覧・コ
ンバートツール（まいく郎CADViewer）
がオプションで付属しています。
スキャニングされたラスター図面をま
いらす太に読み込み、引き出し線や囲み
や文字情報、さらには現状写真を挿入す
ることでわかりやすい見積資料を作成す
ることができます。
ラスター図面であっても距離や面積を

図面がツリー表示され簡便に探せる

新工場全景
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簡単に出したり、Excelファイルなどと
リンクすることもでき便利です。
また、1960年当時の図面は黒いカー
ボン紙に白いインクで描かれているもの
もあります。それらをスキャニングで読
み取り、まいらす太の「白黒反転」機能
によって通常の図面のように白い図面、
黒い線に変換させることで、再利用可能
な図面として生まれ変わり、たいへん役
立っています。
実は当初、ラスター図面をベクタライ
ズし、CAD図面にできないか検討して
いましたが、局所的な改修であれば、ま
いらす太でラスター図面の状態で手直し
すれば保全業務レベルであれば十分では
ないかと考えるようになりました。

木　村

CADデータの扱いはいかがでしょうか。
鈴木氏

CADデータについては、2003年頃か
ら、他部署との絡みもありAutoCADで
統一するようになりました。業者に納品
してもらう図面にもCADデータを付け
るように依頼していますが、業者によっ
てはJW-CADを利用しているところも
あります。その場合は、まいく郎CAD�
Viewerを使ってAutoCAD標準の形式
に変換することもあります。
2009年のバージョンアップでWebブ
ラウザ方式になり、パソコンにCADソ
フトがインストールされていなくても
CADデータを表示・印刷できるように
なり、大変便利になりました。

木　村

確認申請時の図面はどのように取り扱
われていますか。

鈴木氏

確認申請時の図面は今のところ、現物
を保管し必要な時に書庫より取り出して
確認しています。将来的にはこれらも電
子ファイリングに取込み利用できると良
いと考えています。

木　村

図面以外に電子ファイリングで扱って
いる情報はありますか。
鈴木氏

図面の一種ですが、建具表や機器図は
Excelデータとしてファイリングに登録
しています。まいく郎は図面だけでなく、
ExcelやWord、PDFデータも先頭ペー
ジのサムネイルイメージを生成するので
探したいデータであるかの判別がつきや
すく便利です。
工事写真、竣工検査時の写真なども今
後はファイリングしたいと考えています。

木　村

システム管理、データ管理はどのよう
な体制で行っていますか。
鈴木氏

システム管理面は情報システム部門が
担当し、定期バックアップやサーバ空き
容量確認、ユーザー管理、ライセンス管
理などを行っています。
データ管理は部内で管理者２名を決
め、データの登録、修正、削除などを行っ
ています。８名の一般ユーザーは基本的
には閲覧のみです。まいらす太などで図
面を加工する場合は、クライアントPC
にダウンロードしてから行います。

木　村

電子ファイリングによる図面管理はか

なり定着されてきているようですが、今
後の展開としては、どのようなことを考
えられていますか。
鈴木氏

改修工事の際に図面を更新するのは当
然ですが、多くの場合、工事個所内の設
備機器を交換します。例えば、照明器具
を新築時に同時に購入・設置しても、ス
ペースの変更などによって、一部を廃棄
（除却）し、別の位置に新しい照明器具
を設置することもあるわけです。
その際に問題になるのが固定資産管理
です。
現状は固定資産管理のデータベースシ
ステムを会計部門で管理していますが、
一部除却した固定資産はどれかなどの確
認は手間がかかります。
今後は図面と設備をリンクさせたシス
テム（一般にはCAFMと呼ばれる）の
導入を検討し、固定資産管理がよりス
ムーズにできるようになるとよいのでは
ないかと考えています。

木　村（取材を終えて）

日本の製造業の代表ともいえる自動車
製造を行っている富士重工業の膨大な施
設の図面を管理するにあたって電子ファ
イリングシステムを有効に活用してい
る、という印象でした。
ユーザー部門とシステム管理部門との
連携もよく、導入してから10年近く経っ
ていますが、サーバのトラブル等はほと
んどなく利用できているそうです。
今後は図面データと機器データの連
携、緊急修繕対応時や建物点検時の図面
利用などの展開も考えられそうです。さ
らなる業務効率、業務品質の向上に向け
て取り組まれるものと期待しております。


